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10
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
、
青
年
部

全
体
事
業
で
あ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
３
連

休
と
い
う
事
も
あ
り
、
観
光
客
・
地

域
の
皆
様
に
多
数
の
御
来
場
を
頂
き

大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。
素
水
園
で
は
、
住
の
江
保
育

園
・
表
千
家
・
裏
千
家
・
サ
マ
ー
オ

レ
ン
ジ
ー
ズ
・
鹿
島
芸
能
に
御
協
力

頂
き
ま
し
た
。
北
片
河
遊
歩
道
に
お

い
て
は
明
倫
小
児
童
４
・
５
・
６
年

生
の
描
い
た
絵
で
作
成
し
た
夢
行

灯
、
南
片
河
で
は
屋
台
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
御
協
力
を
頂
い
た
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

素
水
園
周
辺
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は

引
き
続
き
行
っ
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

足
を
運
ん
で
景
観
を
楽
し
ん
で
下
さ

い
。

権
代
　
健
一

「
萩
発
見
伝
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

〜
城
下
を
灯
す
夢
廻
廊
〜

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
記
念
講
演

【
地
域
】
そ
の
先
に
見
据
え
る
物

第
二
回
人
財
セ
ミ
ナ
ー
」

10
月
５
日
、萩
市
出
身
の
作
曲
家
、

国
内
外
で
活
躍
中
の
山
本
和
智
先
生

を
お
招
き
し
、
一
般
聴
講
者
も
交
え

て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
に

て
開
催
致
し
ま
し
た
。
講
演
会
は
音

楽
の
道
に
進
ん
だ
経
緯
か
ら
始
ま

り
、
萩
を
外
か
ら
見
た
時
の
想
い
、

海
外
の
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
の
話
な
ど

内
容
は
多
岐
に
お
よ
び
、
先
生
が
作

曲
さ
れ
た
扇
風
機
や
お
米
を
使
っ
た

独
創
的
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
話
に

は
、
皆
さ
ん
興

味
深
く
聴
き
入

ら
れ
て
い
ま
し

た
。
青
年
部
と

年
代
も
近
い
講

師
の
話
に
会
員

も
大
い
に
刺
激

を
受
け
学
ぶ
事

の
多
い
セ
ミ
ナ

ー
に
な
り
ま
し

た
。兼

田
　
知
明

９
月
28
日
㈮
ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
萩
に

於
い
て
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
と
の
親
睦

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10
名
の
Ｏ
Ｂ
会
の
先
輩
方
が
参
加

し
て
下
さ
り
、
中
村
会
長
の
挨
拶
の

後
、
Ｏ
Ｂ
会
の
嶋
戸
会
長
と
中
村
会

長
の
始
球
式
で
、
ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー

ト
。
白
熱
す
る
プ
レ
ー
が
続
く
中
、

笑
い
あ
り
、
好
プ
レ
ー
あ
り
で
、
参

加
者
全
員
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、
ゲ

ー
ム
は
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
２
ゲ
ー
ム
を
終
え
、
同
じ

ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
内
の
「
ボ
エ
ボ
エ
」

に
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｏ

Ｂ
の
先
輩
方
と
色
々
な
情
報
交
換
を

さ
せ
て
頂
き
、
大
変
有
意
義
な
親
睦

会
に
な
り
ま
し
た
。

山
縣
　
功
次
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10
月
７
日
㈰
、
山
口
き
ら
ら
ド
ー

ム
で
県
青
連
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
口
Ｙ
Ｅ

Ｇ
主
管
で
前
日
は
前
夜
祭
と
35
周
年

記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
当
日
は
晴
天

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
萩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
と
重
な
っ
た
為
、

１
チ
ー
ム
で
の
参
加
に
な
り
ま
し
た

が
、
予
選
２
試
合
と
も
惜
敗
で
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て

他
単
会
と
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
是
非
リ
ベ

ン
ジ
し
た
い
で
す
。

佐
伯
　
圭
祐

10
月
20
日
㈯
、
広
島
県
竹
原
市
の

地
に
て
行
わ
れ
た
日
本
商
工
会
議
所

青
年
部
第
30
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

竹
原
大
会
に
萩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
３
名
で

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
式
典
を
は

じ
め
分
科
会
、
大
懇
親
会
を
通
し
て

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
様
の
熱
い
団
結

力
を
感
じ
る
事
が
で
き
た
一
日
で
し

た
。

中
村
　
雅
一

去
る
10
月
26
日
㈮
、
千
春
楽
味
楽

亭
に
て
「
社
団
法
人
萩
青
年
会
議
所

と
の
親
睦
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
た
親
睦
会
で

す
が
、
今
年
の
引
き
受
け
は
我
が
青

年
部
で
、
地
域
交
流
委
員
会
岡
村
委

員
長
指
導
の
下
、
意
見
交
換
会
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
村
会
長
挨
拶
の
の
ち
、
開
始
さ

れ
た
意
見
交
換
会
で
は
、
Ｊ
Ｃ
、
青

年
部
の
今
年
の
メ
イ
ン
事
業
を
各
担

当
委
員
長
が
熱
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ

ン
を
繰
り
広
げ
、
大
変
意
義
の
あ
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
Ｊ
Ｃ
大
久
保
理
事
長

の
乾
杯
で
始
ま
り
、
楽
し
い
余
興
も

あ
り
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

髙
橋
　
香

こ
の
度
、
青
年
部
に
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
藤
田
賀
津
利

と
申
し
ま
す
。
38
歳
と
若
く
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
異
業
種
の
方
々
と
の

交
流
を
通
じ
て
少
し
で
も
活
動
に
貢

献
出
来
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

毎
度
！
酒
屋
の
飯
田
で
す
。
秋
が

深
ま
り
ま
す
と
巷
で
話
題
に
な
り
ま

す
の
が
ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
で

す
。
ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
は
赤

の
印
象
が
強
い
の
で
す
が
、
白
の
ヌ

ー
ヴ
ォ
ー
（
新
酒
）
も
当
然
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
ミ
ュ
ス

カ
デ
・
プ
リ
ム
ー
ル
で
す
。
今
年
の

解
禁
日
は
11
月
15
日
㈭
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
旬
の
白
ワ
イ
ン
の
キ
レ
を

ど
う
ぞ
お
試
し
下
さ
い
。

尚
、
前
予
約
に
て
発
注
致
し
て
お

り
ま
す
の
で
在
庫
に
限
り
が
御
座
居

ま
す
。
そ
の
際
は
御
了
承
下
さ
い
。

総勢60名参加です！！
ハッピー・わん

藤田�賀津利君

新
入
会
員

介
紹

ボジョレー各種あります。
小売価格　税込2,250円

第
23
回
県
青
連
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
山
口
大
会

ホームランもでました！

第
30
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中
国
ブ
ロ
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会
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原
大
会

㈳
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